
木星の世界～大赤斑
だいせきはん

 

木星も紹介した赤い目玉のような大赤斑について少し詳しくご紹介しましょう。大赤斑は

大気の渦
うず

と紹介しました。よく木星大気の「台風
たいふう

のようなもの」という比喩
ひ ゆ

が使われたりしま

す。地球の台風は地表付近から雲の頂あたりまでは低気圧
て い き あ つ

ですし、渦の回転
かいてん

方向
ほうこう

も

低気圧的
て い き あつ て き

です。一方、大赤斑の渦の回転方向は高気圧的
こ う き あ つ て き

です。木星の南半球にあり、反時

計回りに回っています。私も、プラネタリウムで解説するとき、つい「台風のようなもの」という

比喩を使ってしまい、その度に深く反省
はんせい

しています。 

 

 

 

 

 

 

大赤斑は長い間、赤味
あ か み

を失っていましたが、2012年頃からだんだん赤さを増し、今では

ギャラクシティの「星を見る会」で用いている望遠鏡
ぼうえんきょう

でも赤い姿を見ること出来るまでに

復活
ふっかつ

しています。この状態
じょうたい

がいつまで続くのかは分かりません。大赤斑点自体
じ た い

は徐々
じょじょ

に小さ

くなっており（今は、19世紀末の 3分の１、1940年代の半分くらいの大きさ）、赤い大赤

斑を見ることのできるチャンスは、今が最後なのかも知れません。        

       （解説員
かいせついん

：田部
た べ

一志
い っ し

） 
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